
                                                     

 

  

 

  

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 
 
泉川小学校児童を対象にパソコン教

室が始まりました。 
住友化学愛媛社友会の皆さんの指導

により、パソコンの基本的な使い方や、
ソフトを使って 
文書の書き方や 
お絵かき、写真 
の貼り付けなど 
楽しく勉強しま 
す。 

 

新居浜市瀬戸町７‐30 

Ｅ－ｍａｉｌ ： seto@city .n i ihama. lg . jp  

 

. j p  

 

T  E  L ： ０８９７―４１―５８５９（Fax 兼用） 

 

 

〒792-0821 

地 元 の ニュ

ニュ 

－ス

ニュ 

活発化する前線の影響で、四国や近畿を中心に記録的な大雨が続いた「平成 30 年 7 月豪

雨」により、土砂崩れや河川の氾濫が相次ぎ、大きな被害がでています。西日本の広範囲を

襲った豪雨による死者は 200 人を大きく超え、平成に入って最悪の豪雨災害となりました。 

この度、新居浜市連合自治会より、被災された方々を支援する善意の募金の呼びかけがあ

りましたので、瀬戸・寿連合自治会から自治会員一人当たり 100 円、23,700 円の支援金

を支出いたしました。災害により被害を受けた方々の一日も早い復興を願います。 

豪雨や大地震などの自然現象は、人間の力では、くい止めることはできません。しかし、

災害による被害は、私たちの日頃の備えによって減らすことが可能です。私たちも、いつ起

こるかわからない災害に「自分でできること、家族でできること」などについて考え、災害

に備えることが大切です。 

 

整備された跡地 

 

 

昔、信仰心厚い住民が自宅や広場の片隅に自分たちで建てた小さな社です。地元にはい

くつかこうした社が今でも残っていますが、写真は残念ながら放置され、今にも倒壊しそ

うなお社の一つです。 

昔には六かつ祭りとして旧暦の６月 1 日にお団子やごちそうを作って、太鼓をたたいて

おまつりをしていたと聞いています。 

今日では、いつの間にか、お社への小道も通れない状態となり、連合自治会長会での論

議の結果、取り壊すこととなりました。 

 

先人の遺産ならびに同時代者の寄与に対する敬意と感謝の心とを持って 

 

 

地元有志の皆さんと浦戸神社宮司によるお祓い 

お社の取り壊し 

 

瀬戸・寿連合自治会 
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9月13日に平成 

３０年度瀬戸会

館・瀬戸児童館合同の避難訓練を実施しまし

た。「調理室からの火災発生」という合図で

それぞれの役割などを再確認。 

また、児童館の子ども達も先生の言うことを

よく聞き、避難完了！続いて親子で水の消火

器の使い方に挑戦したり、消防車に乗せても

らったりと楽しんでいました。最後に、「あ

かりちゃんの火の用心」という啓発アニメを

親子で真剣に視聴して、避難訓練を締めくく

りました。 

 

小学生パソコン教室開催 

mailto:seto@city.niihama.lg.jp


  

 

   

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

  

  

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  午     前 午     後 夜     間 

１ 月 楠木クラブ ピアノクラブ ピンポン べっぴんさん ＺＵＭＢＡ こども塾 

２ 火 
ハンドメイド 詩吟 ＺＵＭＢＡ  

若葉会 

フラダンス   レインボーＢ  東田クラブ  

社友会パソコン 
Ａ－ＯＮＥ 

３ 水 詩吟 水美会 スクエアダンス  バレエ Ａ－ＯＮＥ よさこい 

４ 木 ３Ｂ リトミック 紙バンド 社友会歌ごえ レインボーＡ エストレージャ ＺＵＭＢＡ  

５ 金 健康体操 つまみ細工 ピンポン エストレージャ フラダンス 

６ 土  スクエアダンス ポーセラーツ  

９ 火 ハンドメイド 詩吟 ＺＵＭＢＡ 若葉会 フラダンス 東田クラブ 社友会パソコン Ａ－ＯＮＥ 

10 水 男の料理教室 スクエアダンス ポーセラーツ  バレエ  Ａ－ＯＮＥ  よさこい 

11 木 ３Ｂ  リトミック 
紙 バ ン ド  社 友 会 歌 声 ご え          

オカリナ  レインボーＡ 

エ ス ト レ ー ジ ャ  Ｚ Ｕ Ｍ Ｂ Ａ      

とどけあカフェ 

12 金 健康体操  ピンポン エストレージャ フラダンス 

13 土 小学生パソコン教室 スクエアダンス スクエアダンス てんこく  

15 月 楠木クラブ ピアノクラブ ピンポン べっぴんさん ＺＵＭＢＡ こども塾 

16 火 ハンドメイド フラダンス    

17 水    

18 木    

19 金 健康体操  シネマの会 ピンポン  エストレージャ フラダンス 

20 土 スクエアダンス  スクエアダンス  ポーセラーツ ポーセラーツ 

22 月 楠木クラブ ピアノクラブ ピンポン  べっぴんさん ＺＵＭＢＡ  こども塾 

23 火 
ハンドメイド 詩吟 ＺＵＭＢＡ  

若葉会 
フラダンス  東田クラブ 社友会パソコン Ａ－ＯＮＥ 

24 水 水美会 スクエアダンス  バレエ  Ａ－ＯＮＥ  よさこい 

25 木 ３Ｂ リトミック 紙バンド  オカリナ  レインボーＡ ＺＵＭＢＡ  木曜会  

26 金 ピンポン 健康体操  ピンポン つまみ細工 フラダンス 

27 土 スクエアダンス  スクエアダンス てんこく  

29 月 楠木クラブ ピアノクラブ べっぴんさん ＺＵＭＢＡ  こども塾 

30 火 ハンドメイド 詩吟 ZUMBA 
フラダンス   東田クラブ  レインボーB  

社友会パソコン 
Ａ－ＯＮＥ 

31 水 水美会 スクエアダンス  バレエ  Ａ－ＯＮＥ  よさこい 

９月の人権のつどい日は、元小学校教諭の鴻上基志さんによる「部落差別問題学習って、

どんな学習？」という演題で話をしていただきました。 

 鴻上さんは、小学校教諭として「部落差別をはじめとするあらゆる差別をなくす」、｢自

分の生き方を見つめ直す｣という２つを目的に、部落差別問題学習を実践してきました。 

 そこで、これまで取り組んできた豊富な実践の中から、２つの実践を紹介してください

ました。第１の実践は、差別を受けながらも命を大切にした村の人々の姿を描いた「山の

粥」という資料を用いた実践です。子どもたちが本音で語り合い、家族の存在を見つめ直

したり、友だちに対する自分の在り方を見つめ直したりする道徳の授業の大切さが報告さ

れました。第２の実践は、｢南沢笑子さんの遺書が私たちに問いかけるもの｣です。笑子さ

んに対する厳しい差別について学習した子どもたちは、 

差別に対して激しい憤りを感じ、今までの自分の生き方 

を見つめ直します。この学習によって、子どもたちは、 

どのように生きていくのかを自分に問いかけ、そのこと 

が、差別解消への展望に繋がっていくことに確信を持っ 

て実践してきたことを熱く語っていただきました。 

 

山口県周防大島町で行方不明の２歳男児を発見し、注目を集めた７８歳の男性尾畠春夫

さんの「困った時はお互い様。明日は我が身かもしれないから」の思いに学ぶ 

 「助けてあげる」「助けてもらう」といった、一方通行の関係では「お互い様」の関係

にはなりません。お互い様の関係は、人と人が繋がれる関係です。そこにはすべての人が

「地域のー員である」という絆があり、「共にこの地域で暮らしていく」という熱い思い

があります。自分ができないことを誰かが助けてくれるし、自分ができることで誰かを助

けてあげられる・・・。 

 「お互い様」と「まちづくり」は密接に連携しています。 

お互い様の関係から生まれる「地域の助け合い」活動は、福祉サービスでは対応できない、

ちょっとした困りごとを解決するだけでなく、自分自身のやりがいや生きがいに通じます。

私が泉川のまちづくりを本当に素晴らしいと感じているのは、泉川のまちづくり連合自治

会の活動が、子どもも大人も泉川が大好きになることをもっとも大切にしているからです。

そして、泉川校区の一人一人の願いや思いを実現するため、さまざまな立場の人が共通の

目標（お互いを認め合い、お互いが大切にされ、住んでいてよかったと実感できるまち）

をもって、まちづくりに関わっているからです。 

 一人一人の泉川の住民が、互いに寛容で「お互い様」の精神で 

活動すれば、必ずや人権の共存した暮らしやすい泉川校区に 

なると信じています。 

 

10月のサークル活動予定です。興味のある方はご連絡ください。 

また、変更になる場合があります。     連絡先：瀬戸会館（41-5859） 

秋  祭  り 

１０月分 

つ 
ど い 


